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堰を切る、そして、水は躍る
“水” と “まち” ――――
両者は安全を保証する堤防という壁で隔たれている
安全であるという過信が防災意識を低下させているのではないだろうか
“水” の恩恵を享受しつつ、災害に対して柔軟に対応できるインフラとして本計画を提案する
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住宅地Ground Line

Ground Line と Water Level の標準的関係

　各建物から主軸スラブへとアクセスできるように、さ
らにスラブを挿入する。隣人との新たな共用スペースが
生まれ、共助の礎となる。小さいスラブの近隣付き合い
から街区、まちへと人が繋がっていく。スラブは高くな
るほどに、大きくなり、許容する人数を増やす。

一世帯の床面積が広い

世帯間の交流が疎遠

・不要なスペースの存在

・防災にもっとも必要な

　共助が行われにくい

主軸スラブ
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